Ptoneer sound, vision, soul 


ティーエフ ディーケイ 

増設子機 TF - DK 720 

適応機種 -- 

千戸一 S 67200 /S 67230 /S 67240 i 
TF-FV 7000 /FV 7020 /FV 7030 


増設子機取扱説明書 (保証書付) 


このたびは、パイオニアの増設モ機をお買い上げいたださまして、まことにありがとうございます。 
ご使用前に、この説明書をよくお読みください。 

取扱説明書には保証書ちついておりますので、大切に保管してください。 


本機は、 2.4 〜2.4835 GHz の全帯域を使用する無線設備です。移動体識別装置の帯域が 
回避不可能で、変調ち式は 「FH — SS ち式」、与干渉距離は8日 m です。 

本機には、それを示すち記のマークが貼付されています。 


2.4FH8 

[ ] 


充電式電池を 
リサイクルに！ 


巧電池には、ニッケル水素電池を使用 
しております。ニッケル水素電池は、 

リサイクル可能な責重な資源です。 
ニッケル水素電池のリサイクルに 
ご協力ください。 


錫 

Ni-MH 


, お客様相談室 本製品のお問い合わせ窓口. 
ま日本地区： TEL.Eia 04 - 2949-5131 
西日本地区： TEL.Bia 0 巨- 6 己 33-0099 
専用 FAX :励 a 04-2949 -已已01 

•電話ま号をよくご確認の上、市が局まより、お間違えのないようおかけください。 
名称、所在地、電話番号は変更になることがあります。あらかじめご了承ください。ソ 


英文などの外国語の取扱説明書はありませんので、あらかじめご了承くださし、。 
Please take notice that manuals written in languages other than Japanese are n 口 t available. 























実際の登録操作は、裏ぺージをご覧< ださい。 


•TF—SD7 吕〇 0/TF—FV 7000はモ機を1台増設すると、モ機間通話、モ機 
間転送、一斉呼出、呼びかけ内線、電話帳コピーの機能をご利用になれます。 
•増設子機の色は、パールホワイトのみとなります。 


r ま全上のごミ主意 J について 

(本体に付属の取扱説明書4〜10ベージ） 

ご使用の前に本体に付属の取扱説日月書の「安全上のご注意」と「知っておいていただをたいこと」を 
よくお読みの上、正しくお使いください。 


使用上のを意 


•増設子機を使巧する際は、増設子機の登録操作び必要です。増設子機の登録操作をしていないと、子 
機の液晶画面に「親機に増設してください」（または r 通話圏外」）と「 T 圏タト」 が表示され、 
使用でさません。 

•使用でさる子機の台数は、付属子機を含め最大4台です。 

(TF-FV 7000 /FV 7020 /FV 7030は、受話子機を含めて最大4台です。） 

• 増設モ機の登録操作には、増設モ機の他に、親機と親機の AC アダプターび必、要です。 

•モ機をお使いの前に、モ機を充電器に置き、10時間な上充電してください。 

• 巧電ミせび消耗している場合、子機を充電器に置いてち、子機の&発信ランプが緑点なしないとをが 
ありまず。そのときは、充電器に置いたままお待ちください。約10分で緑点灯しまず。 

•子機の巧電ちまについては、本体に付属の取}及説明書の「モ機の充電」 （18 〜19ぺージ）をご覧ください。 
•巧電端子が巧れているとモ機の&発信ランプが緑点なしていてち巧軍できないことびありまず。 


乾いた巧または綿棒などで、こまめに}式き取ってください。 

■モ機の液晶画面に「通話圍が J と 「T 圍タト J 表示されているときは、 
いずれかを巧して < ださい。 


回、驟または S ?- の 


ボタンを巧しても、液晶画面に「親機に増設してください」び表示され続けるときは、増設モ機の 
登録操作び正しく行なわれていません。ちラー度、増設モ機の登録操作を行なってください。 


■モ機が親機か6離れずざたり、使用環境によっては、 r 通話圏外 J と「了團タト」び表おされること 
があ0まず。 

※その他のごを意や機能、操作につきましては、本体に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 


A を険 


♦巧電池（ニッケル水素電池）は加熱したり、火中に投げ込まないでください。爆発して火災•けが 
の原因となることがありまず。 

♦巧電池（こッケル水素電池）の端テをショート（短絡）したり、ビこールカバーをはがしたりしな 
いでください。火災-けがの原因となることがあります。 

•専用の充電池（ニッケル水素電池）切外は、使用しないでください。火災•故障の原因となります。 


A 警告 


万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災•感電■故障の原因とな 
ります。すぐに AC アダプターをコンセントから抜き、内部などを開けずに煙が出なくなるのを確認して修理 
窓□または販売店に修理をご依頼ください。 

特に、電話機が異常に熱くなっている場合は、やけどの危険性がありまずので、絶対に軸日ないでください。 
お客様による修理、確認などはを険でずので、絶対におやめください。 














さ部のなまえ (本体に付属の取扱説明書12〜1已ページ） 

本体に付属の取扱説明書の「各部のなまえと液晶画面」をよくお読みください。 

アフターサービスにごいて 

本体に付属の取扱説明書の「保証書とアフターサービスについて」をよくお読みください。 
( TF - SD 7200 / SD 7230 / SD 7240は、1已7〜！已8ページ） 

( TF - FV 7000 / FV 70 吕 0/ FV 7030は、149~1已〇ぺージ） 

モ機番号について モ機を増設すると、テ機の液晶画面にテ機の名® (子機ま号）び表示されます。 

• TF - SD 7200 / SD 7230/ SD 7240 に増設でをる子機は、付属のモ機を含め最大4台です。 

• TF - FV 7000 / FV 7020 / FV 7030に増設できるモ機は、受話子機を含め最大4台です。 
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仕様-付属品 


• 下記の仕様 3 

3 よびか観は、改良のため予告なく変更することびあります。 

型番 

TF-DK 720 

消費電力 

子機巧電時：約 1 .9W 

充電池 

(ニッケル 水素電池) 

専用充電池（ニッケル水素電池）：型番 TF - BT1 日 
使用時間：待ち受け時間約 180 時間 連続通話時間約 6 時間 

寸法 

(幅 X 高さ X 奥行） 

子機：約 46X 1 66x33mm 
充電器：約目 7x71x73mm 

質量 

子機：約 13 日邑（充電池を含む） 充電器：約曰 7 旨 

付属品 

子機巧 AC アダプター (VT-16). 1 

増設子機取扱説明書 . 1 

管理ラベル . 3( 予備 2 枚） 

壁掛けネジ . 2 本 


ご注意 NOTICE 

この製品は日本国内向けに製造されたちので、電圧1 00V で動作します。 
海外では、電話回線や電源電圧の規格が異なりますので、ご使用になれません。 
For Japanese standard only. This set operates on AClOOV. 

Due to different standards of telephone line and different power 
requirements, this set cannot be used outside of Japan. 











































































モ機を増やずには（増設モ機の登録方法) 


準備 


操作を始める前に 

• -度この説明書を最後まで読み、手順を確認してください。 

■付属の管巧ラベル3枚のうち1枚を、親機の底面に貼ってください。（残りの2枚は予備） 
♦親機用 AC アダプターが接続されていることを確認してください。 

1増設子機に巧電池（ニッケル水素電池）を入れ、巧電池ぶたを閉じる 

巧 



2巧電器に子拐細 AC アダプターを接続し、増設する子磯を30巧な上巧電する 

■モ磯の液晶画面には r 親機に増設してください」（または「通話圍か」）と 
「 T 圏外」が表示されまず。 


■充電しても、液晶画面に巧ら表示されないときや、モ機の&発信ランプび緑点打しな 
いとをは、次の （ a ) または （ b ) の操作をしてください。 

( a ) モ機を巧電器か！5とって、ちう一度、充電器に戻してくださし、。 

( b ) 巧電池ぶたをあけ、巧電池のプラグをなさ差しし、プラグの向きと差し込みの深 
さを確認して、巧電ミ也ぶたを閉じてください。 

3巧電のあと、増設ずるモ機を巧電器か6とって切)を巧ず 

• 登録操作が終わるまで、巧電器にモ機を戻さないでください。 



子機を交換ずるとき/使用する子機の数を減5すときは 


増設のリセット ※増設の y セット操作中は、化のモ隱を巧用しないで<ださい。 


子機を交換ずるとき、または使用ずる子機の勘を減らすときは、下記のリセット操作を巧なってく 
ださい。親機に登録されている子機の数び「0」になりまず。 

そのあと、使巧ずる子機で r 増設子機の登録」の操作をやり直してください。 

■必ず、次のことを行なってか6、リセット操作を始めてください。 

1. 親機の電源を接続しておく 

2. ずべての子機を巧電器か5 とって、^ 切)を巧し、親機の近く（通話圏内）に置く 



n 

親機でリセツト操作を行なうには 

晒爛徽 


受話器を置いた状態で 
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増設しますか？ 

YES = [巧定] 




4 キトツチ 

画 


2お似上 
押す 



解除しますれ？ 

似=[巧赶 



5 @巧ず 

►続けて 「増設子機の登録」 を行ないます。 

■増設子機の登録操作や増設のリセットの操作を行なった直後、約10秒間は、親機やモ機を使用し 
ないでください。また、親機の電源を切ったり子機の巧電池をがさないでください。登録やリセ 
ットの情報を正確に書き込めず、正常に動作しない場台びあります。 

■増設子機の登録操作を巧なわずに、登録を解除したままの子機は、巧電池（ニッケル水素電池）を 
がしてください。誤動作の原因になりまず。 

■お客様が登録された子機の名称は、自動的に消去され、お買い上げ時に戻ります。 

必要に応じて登録し直してください。 

































































増設子機の登録 ※登録の操作中は、他のモ機を使用しないでくだをい。 


増設子機が複数ある場合は、1台ずつ1 1 1と區)の操作をして、最後にまとめて増設した子機ごとに度)の操作を行なってくださし、。 
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親機 


の画面表示） 


の画面表示） 


の画面表示） 


約3□砂間点滅ずる 

• このあと、約 3 cm 似内に回の操作を完了させてくださし、。 


2増設する子機で操作する ® 斤® 


切ボタンを巧してか5 


録音/民る Am 

巧す 


巧 


下を 
5回巧ず 


日時關 
►子11増設 

_ 了圍か一 


ホ定 

話帳) 巧す 


増設しますが 
YES = [巧定] 

了圏タト 


決定 


話帳) 巧ず 


子機撞-設中 
お待ちく結い 

_ 了圍外_ 


の画面表示） 


①画面表示） 


①画面表示） 


• 親機と子機で通信にお要な情報が、電波をかしてやりとりされまず。 
►登録が終わると、親機ちモ機ら通甫状態の画面に戻ります。 


♦ 
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3 
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、 

(子徽 

J 


[ 切ボタンを巧してか5 
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増設した モ齡对甲ず 



上または下を巧して、親機と 
他の子機の名称が液晶画面に 
表示されることを確認する 


I 増設した子機が複数あるとをは、ずべての子機を増設した 
あと増設したテ機ごとに確認操作を行なってください。 

I 巧のよラな場合は、登録に失敗していまず。 

もラー度、「増設モ機の登録」の圧)から操作をやり直し 
て < ださい。 

• r 親機に増設してください」と表示されるとき 
•液晶画面に他のモ磯の名称び正常に表示されないとき 
そのまま使用すると、誤動作の原因になる場合びあります。 


■操作を間違えたとを、時間内に操作が完了しなかったとき、およびが来ノイズや電波の影響などで登録に失敗したときは、上記の圧)か！5やり直してください。 

■子機名称びずでに登録されている子機で「増設モなの登録」の操作を行なった場合、お客様び登録された子機の名称は自動的に消去され、お買い上げ時の名称（例：「子機 （1) 」、 
「モ機に）」 • • •） に戻りまず。必要に応じて登録し直してください。 

■テ機び巧電器上にあるときにを巧しても、機能は、はたらきません。 

保留/文字 




















































户画〇〇を 。 r 保証書 1持込修理 



<無料が巧規定> 

1•取扱或明«、本巧お巧ラペル巧の注巧にしたびった®用げおでが»した属合には、お貨い上 
げの*売店またはな巧巧□が無料が理いたしすず。 

2- 巧班躲間のに故巧して巧巧隹理をお受けになる巧るには、お H い上げの巧巧店またはな理巧 
口にご持をください，その巧には本 S をご提示ください* 

3- ご転居、ごちちおなどで本ながるに K 入してあるお R い上げの巧売店に修理がご巧巧できな 
い巧合や、お近くのが巧な□がない巧合は、巧巧受付センターへご相教くだごい。 

ん巧前期間巧でも次の場ちにはちお修埋になりまず， 

(イ）巧用上の誤りまたは不当なが理やなをによる巧»および洁化 
(口）お巧い上げ後の取り付け巧巧の巧動、落下、冠水巧による巧ちおよび巧傷 
(八）义災、化《、水ち、 a ■その他の天災化を、公 S、 なち、虫ち、興な《狂などによる 
♦ぶおよび損巧 

(二）一腹家庭用 LU 外（例えば、笑務用への S 時巧使巧、巧め-胞«への径載巧） 

(ホ）猫托品（各部ゴム、か®、テーフち）の巧巧 
{へ）ち粒子機の登録巧巧を巧なラ巧合 
(卜）本«の提示がない巧合 

(チ）本含にお巧い上げ年ち曰、お客が名、化巧巧ちのお入のない巧合あるいは义芋をまき 
かえ5れた巧合 

(リ）巧»の原因が本製品なかの他れ»おにある巧ち 

【ヌ）出巧«這をご巧 B されたときの出巧巧巧、引巧條理モご巧 a の場さの引巧•お届けの 
腺•巧 

己-本 S は日本田巧においてのみち巧!でず。 （This warranty is valid only In Japan.) 

(な理メモ） 


■この保証商は、木商に明示した巧 Pd、 を件のもとにおいて無巧巧理をおの*ずるものでず。 
したびってこの巧設窗によって巧訝■を巧巧しているち（な認黃巧ち）、およびそれ 1U かの 
巧美巧に巧ずるお客様の法が上の度利をお巧ずるものではあ0ません，巧註期間中およびお 
過をのが巧巧についてご不明の巧をは、お頁い上げの販巧店またはお客炼巧おお口 -巧巧巧 
□にお巧い合わせください。 

• お’ざ様にご紀入いただいた巧班きは、な罰期間內のヴービス活動およびその巧の巧全点巧活 
巧のために記ぶ内容を利用させていただく合がございまずので、ご了まください， 

♦当なはこの®おの说巧用せ焦巧品を巧を巧切り後已年巧なちしていまず， 


ノてイオニアコミュニクーシヨンブ株式会社 



干 359-1 167 


埼玉県所ミ尺市巧 2-70-1 

©パイだアコミコニクーシヨンス《式*れ2007 
FRA1397-A 





























